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大
阪
東
部
の
主
要
３
市
は
２
０
１
４
年
度
施
策
で
地
域
の
産
業
基
盤
の
テ
コ
入
れ

を
継
続
し
つ
つ
、
街
の
魅
力
の
発
信
に
も
取
り
組
む
。
東
大
阪
、
八
尾
、
大
東
の
３

市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
、
個
性
を
生
か
し
て
活
性
化
の
実
を
競
う
。

▲

江戸時代中期に豪商によって設けられ
た私塾「環山楼」 八尾市指定文化財

工場集積回復へ一手モノづくりの象徴に市内にモニュメント設置
東
大
阪
市

八
尾
市

大
東
市 ふるさと納税に記念品需要喚起も目指す地元の特産活用

地
域
も
っ
と
元
気
に

観
光
産
業
テ
コ
入
れ
地
域
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
通
じ
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住
工
共
生
の

年
度
活
動
に

つ
い
て
検
討
し
た
高
井
田
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
通
常
総

会

６
月

日

　
東
大
阪
市
は
２
０
１
３
年

度
に
施
行
し
た
「
住
工
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
次

の
一
手
と
し
て
、
市
内
の
高

井
田
地
域
で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
制
作
し
、
年
内
を
め
ど
に

設
置
す
る
。
設
置
場
所
は
主

要
駅
、
学
校
な
ど
が
候
補
。

そ
れ
を
モ
ノ
づ
く
り
の
街
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
、
中
長
期
的

に
工
場
集
積
を
取
り
戻
す
狙

い
。
６
月

日
開
催
の
高
井

田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
通

常
総
会
で
、
市
の
経
済
部
モ

ノ
づ
く
り
支
援
室
の
巽
佳
之

次
長
は
「
協
議
会
と
連
携
し

て
東
大
阪
ら
し
い
と
言
わ
れ

る
も
の
に
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
計
画
を
紹
介
し
、
協

力
を
呼
び
か
け
た
。

　
総
会
に
参
加
し
た
あ
る
市

議
は
、
高
井
田
地
域
の
遊
休

公
有
地
を
工
場
用
地
に
す
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
「
早
く
方
針
を

決
め
、
こ
の
土
地
に
さ
っ
と

工
場
が
入
っ
て
来
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
東
大
阪
の
顔
と
い
え
る
高

井
田
地
区
で
活
動
す
る
高
井

田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

地
域
の
住
民
、
経
営
者
ら

人
が
参
加
し
て
い
る
。
市
は

３
月
に
、
同
協
議
会
を
条
例

に
基
づ
く
組
織
と
し
て
第
１

号
で
認
定
し
て
お
り
、
市
と

同
協
議
会
で
住
工
共
生
の
モ

デ
ル
と
し
て
の
取
り
組
み
が

始
ま
る
。

　
東
大
阪
市
内
の
工
場
集
積

の
歯
抜
け
現
象
は
ま
だ
止
ま

っ
て
い
な
い
。
市
は

年
度

予
算
で
積
極
対
応
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
市
の
定
め
る
地
域
に

工
場
を
移
転
す
る
場
合
の
補

助
金
の
上
限
を
３
０
０
万
円

広
げ
５
０
０
万
円
と
し
た
ほ

か
、
騒
音
や
振
動
を
改
善
す

る
た
め
の
対
策
を
し
た
場
合

の
補
助
金
も
上
限
を
２
０
０

万
円
広
げ
て
３
０
０
万
円
と

し
た
。
工
場
跡
地
に
つ
い
て

も
、
土
地
を
工
場
用
地
と
し

て
売
却
し
て
実
際
に
工
場
が

建
っ
た
場
合
、
売
却
し
た
元

所
有
者
に
上
限
５
０
０
万
円

を
支
給
す
る
補
助
金
を
新
た

に
設
け
た
。

　
八
尾
市
は
、
観
光
産
業
の

振
興
に
乗
り
出
し
た
。
古
く

は
飛
鳥
時
代
に
物
部
守
屋
が

現
在
の
八
尾
付
近
を
拠
点
と

し
て
お
り
、
ま
た
聖
徳
太
子

に
よ
っ
て
大
聖
勝
軍
寺
が
建

立
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代

中
期
に
は
商
人
の
寄
付
で
作

ら
れ
た
私
塾
の
「
環
山
楼
」

が
開
設
さ
れ
る
な
ど
歴
史
的

建
造
物
が
市
内
に
満
載
だ
。

　
さ
ら
に
、
夏
の
盆
踊
り
に

つ
き
も
の
で
全
国
的
に
知
ら

れ
る
河
内
音
頭
は
八
尾
市
が

発
祥
の
地
と
自
負
す
る
。
２

０
１
０
年
に
開
催
の
中
国
・

上
海
万
博
の
大
阪
ス
ペ
シ
ャ

ル
デ
ー

７
月

日

で

は
、
橋
下
徹
大
阪
府
知
事

当
時

や
河
内
音
頭
継
承

者
の
河
内
家
菊
水
丸
さ
ん
、

歌
手
の
中
村
美
律
子
さ
ん
が

河
内
音
頭
を
踊
り
大
阪
の
文

化
を
紹
介
し
た
。

　
多
様
な
名
所
や
名
跡
、
無

形
文
化
財
な
ど
を
擁
し
て
い

る
一
方
で
観
光
資
源
の
魅
力

を
発
信
で
き
て
い
な
い
課
題

も
あ
っ
た
。
八
尾
市
の
ア
ピ

ー
ル
の
た
め
、

年
に
公
式

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ワ
オ
八

尾
」
を
発
刊
。
観
光
名
所
や

お
い
し
い
料
理
を
提
供
す
る

店
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

識
経
験
者
や
八
尾
市
に
ゆ
か

り
の
あ
る
著
名
人
に
八
尾
市

の
魅
力
を
語
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
累
計
２

万
部
を
販
売
し
、
地
域
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
は
異
例

の
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　

年
４
月
、
八
尾
市
は
八

尾
商
工
会
議
所
と
共
同
で
八

尾
市
観
光
協
会
を
発
足
し

た
。
事
務
所
を
市
中
心
部
の

近
鉄
八
尾
駅
の
高
架
下
に
構

え
た
。
観
光
案
内
の
ほ
か
、

八
尾
市
の
情
報
発
信
や
情
報

交
換
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

「
ヤ
オ
マ
ニ
ア
」
を
配
布
。

「
実
は
八
尾
市
は
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
面
白
い
ん
で
す
よ
」

と
田
中
誠
太
八
尾
市
長
は
ア

ピ
ー
ル
。
空
港
や
企
業
の
工

場
だ
け
で
は
な
い
い
ろ
い
ろ

な
顔
を
持
つ
八
尾
市
を
知
っ

て
も
ら
い
、
に
ぎ
わ
い
を
作

り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

納
豆
は
大
東

市
の
特
産
品

小
金
屋
食

品
提
供

　
大
東
市
は
、
２
０
１
４
年

度
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
納
税
者
を
対
象
に
地
元
特

産
品
の
詰
め
合
わ
せ
を
記
念

品
と
し
て
提
供
す
る
。
従
来

は
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で

周
知
す
る
の
み
で
、
納
税
額

を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
積

極
的
な
施
策
を
打
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　
こ
れ
で
納
税
額
を
増
や
す

効
果
の
ほ
か
、
大
東
市
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
地
元

特
産
品
の
需
要
を
喚
起
す
る

ね
ら
い
だ
。
得
た
財
源
は
、

産
業
振
興
や
都
市
基
盤
の
整

備
に
活
用
す
る
。

　
現
在
、
地
元
の
経
済
界
と

納
税
額
に
応
じ
た
記
念
品
の

開
発
を
進
め
て
い
る
。
市
内

で
生
産
す
る
和
菓
子
や
納

豆
、
プ
チ
ト
マ
ト
な
ど
を
詰

め
合
わ
せ
に

す
る
。
確
定

申
告
が
始
ま

る
直
前
の

―

月
ま
で

に
、
記
念
品
を
作
り
広
報
活

動
を
積
極
的
に
進
め
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
記
念
品

の
開
発
に
動
く
背
景
に
は
、

大
東
市
の
近
隣
に
位
置
す
る

奈
良
県
生
駒
市
の
先
例
が
あ

っ
た
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
記

念
品
と
し
て
イ
コ
マ
製
菓
本

舗

奈
良
県
生
駒
市

が
生

産
す
る
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ラ
ム

ネ
」
を
提
供
。
記
念
品
が
好

評
で
生
産
が
間
に
合
わ
な
い

状
況
だ
と
知
り
、
東
坂
浩
一

大
東
市
長
は
腰
を
上
げ
た
。

「
企
業
経
営
者
ふ
る
さ
と
納

税
を
地
域
振
興
の
一
里
塚
に

し
た
い
」

東
坂
市
長

と

意
気
込
む
。


